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著者湯澤規子氏は問う。「近代とはどのような
時代か」と。そして，続ける。
「文明開化の時代，西洋化の時代，産業革命の
時代，労働者階級誕生の時代，民法成立の時代，
戦争の時代，企業勃興の時代，鉄道の時代など，
これまでさまざまな視点からこの時代は名付けら
れてきた」と。誰でもがたしかにと頷くはずの語
彙を挙げて，読者の脳に「近代」のストーリーを
呼び起こす。間髪を置かずに著者は続ける。「そ
れらはこの問いに対する答えのほんの一部に過ぎ
ない」と。
そう，「近代とはどのような時代か」と問うて，
著者がそれらに対置するのは「胃袋の近代」であ
る。すなわち，近代に生きる人々が「日々食べ
る」ということを論じてこそ，この時代の全貌に
接近していくことができるのだというのである。
「食」を論じる学徒にとっても，「歴史学」や「地
理学」や「社会学」や「経済学」を論じる学徒に
とっても，なんとも魅力的な発意ではないか。こ
れは読むしかないであろう。
本書は，「序章」でいきなり「工業統計表」
（1909（明治42）年（第1回），1921（大正10）年，
1935（昭和10）年）と「国勢調査」（1920（大正
9）年（第1回），1930（昭和5）年）を持ち出
し，人口と労働力の様子を概観する。なるほど，
「人口や労働力」こそ「人びとの胃袋」の代位デ
ータである。だが，著者は，抽象化された数値の
変動に主な関心があるのではない。関心の的は，
「近世には見られなかったダイナミックな人口の
構造転換」と，この人口動態の大きな波動の担い
手の「ほとんどは食料の自給的生産基盤をもたず，
生活物資を購入に依存せざるをえない人口であっ
た」ことである。
ここから著者は，日本各地に記録されている膨
大な一次資料を適確に紐解いて，市井の人々の食
生活を活写していく。著者自身の説明を借りなが
ら，各章の内容を追っていこう。
序章と終章を加えて全9章の目次は，以下の通
りである。各章にサブタイトルが付けられている
ので，章のタイトルとサブタイトルを眺めること
で，かなりの見通しを得ることができる。
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序章 食と人びと─見えない歴史の構築
第1章 一膳飯屋と都市─胃袋から見る近代日
本の都市問題
第2章 食堂に見る人々の関わり─食をめぐる
政治と実践
第3章 共同炊事と集団食のはじまり─工場の
誕生と衣食住の再編
第4章 胃袋の増大と食の産業化─大量生産・
大量加工時代の到来
第5章 土と食卓のあいだ─食料生産の構造転
換と農民・農家・農村
第6章 台所が担う救済と経済─公設市場・中
央卸売市場の整備
第7章 人びとと社会をつなぐ勝手口─市場経
済が生んだ飽食と欠乏
終 章 胃袋から見た日本近代─食と人びとを
つなぐ地域の可能性
著者によれば，本書は大きく五つのテーマから
なる。以下，これらのテーマと各章の対応を見な
がら，少しばかりのコメントを差し挟んでみたい。
第1のテーマは「食と都市化の関係」である。
（第1章，第2章）
大正期の新宿の一膳飯屋，盛り場浅草の縄暖簾
と簡易食堂，屋台，大阪の茶船，煮売船，貧困者
対応の公営食堂（簡易食堂，仮設食堂），共同炊
飯，共同炊事組合，さらには更生を期待する監獄
内食堂まで，資料を漁り，その利用者の社会階層
を照射しつつ行き届いた描写をおこなっている。
第2のテーマは，「食と産業革命」である。（第
3章）
ここでは，まず著名な富岡製糸場の生活記録で
ある和田英『富岡日記』，農商務省『職工事情』，
細井和喜蔵『女工哀史』，高井としを『わたしの
「女工哀史」』を紹介し，著者自身が現地フィール
ド調査により蓄積してきた愛知県下の紡績工場の
食事の実態を解説している。また，著者によれば
遊郭を嚆矢とする共同炊事が各方面へ波及してい
く様子や協同組合，社会事業への広がりなどを追
跡しつつ，他方では工場食改善運動の展開と「栄
養学」の制度的普及を丁寧に論じている。この第
3章は，本書でもっともボリュームのある章だ。
著者は，本書の最後のくだりで，「近代は，胃
袋の孤立化と集団化が同時に，かつ急速に進む時
代であった」と総括しているが，上記第1のテー
マ（第1章，第2章）が「胃袋の孤立化」の具体
的な造形であり，第2のテーマ（第3章）が「胃
袋の集団化」の具体的な造形であると理解できよ
う。
第3のテーマは，「食の産業化」である。（第4
章）
ここでは，胃袋の集合，あるいは胃袋の集団化
が，食品産業を誘発していくという回路を切開し
て秀逸である。これまでで見てきた一膳飯屋，公
営食堂，女工の食事，共同炊事の食事の献立を並
べて，必ず登場するのが「漬物」であると見抜い
た。どこでも「香々」「沢庵」の繰り返しだと。
ここから，漬物製造業，原材料たる大根の品種改
良，大規模産地開発，冷蔵輸送や通風輸送のため
の専用貨車の手当て，果ては肥料として女工たち
の糞尿の大根産地や周辺農村への売り渡しまで，
近代産業が興る有力な回路と経済循環，物質循環
を，しっかり解き明かしている。食の集団化，あ
るいは胃袋の集団化が，多くの食品産業を誘発し
ていることを推論させている。
ここでの食品産業形成の見取り図を得て，これ
から，多くの論者によって，多くの食品産業の勃
興史が描かれていくに違いない。
第4のテーマは，「食の生産・流通構造の再編」
である。（第5章・第6章）
都市への人口集中と鉄道の敷設によって，農産
物需要の農産地への浸透が拡大していき，蔬菜や
鶏卵などの主産地形成，副業地域形成が進む様子
が描かれている。あわせて，都市におけるこれら
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農産物流通の集合地ならびに拡散地として中央卸
売市場が整備されていくことが説明されている。
これは既存市場の再編も巻き込み，救済政策の性
格を脱して，農産物市場を全国化する経済政策と
して位置づけられていくのである。さらには，農
会，農家商組合など，産地の経済機能の演出を齎
していく。
第5のテーマは，「市場経済と食」である。（第
7章）
ここでは，これまでみてきた様々な食の供給施
設から排出される「残食物」の行方を観察してい
て，興味深い。廃棄を目的にではなく，きちっと
回収目的で集める機構が出来上がり，これらは多
くが貧困層の胃袋へと回収されていくのである。
あわせて，その一部は，社会事業家により回収さ
れ，保育園や「五銭食堂」，いまでいう「子ども
食堂」の原資となっていくことも紹介している。
また，市場経済は，嵩の張る食料を日々膨大量
扱うことから，流入人口の糊口をしのぐ働き口を
提供していることにも触れている。すなわち，東
京府職業調査の区部でもっとも多い業種が「人力
車挽
ひき
」だとのことである。
評者なりに少々踏み込んで第1のテーマと結ぶ
と，明治に入って貧民窟が立地した東京の四谷鮫
ヶ橋，芝新網町，下谷万年町は，それぞれ陸軍士
官学校，海軍大学校の最寄り，車夫の集住圏であ
り，「残飯物」の安定供給と需要が結合する循環
が理解できるのである。ここから，都市の立地論
に展開する一つの有力な分折点も得ることができ
る。
以上のように，本書は「胃袋の近代」を論じて，
タイトルに偽りない。
食の近代は，これまでも多くの論者によって語
られてきている。たとえば「食物史」の観点（江
原絢子・石川尚子・東四栁祥子『日本食物史』
2009年，吉川弘文館）や「栄養史」の観点（高木
和男『食と栄養学の社会史』1978年，科学資料セ
ンター）など傾聴すべき通史がある。評者も「外
食産業史」の観点（『外食産業テキストブック』
1996年，日経ＢＰ社）から通史を試みたことがあ
る。しかしながらこれらは，もちろん論述の観点
が異なるわけではあるが，それでも「近代の食」
を論じて，「孤立化と集団化」の同時進行がその
実態であると見破っているとまではいえないであ
ろう。
ただ，食の「孤立化」とは，一膳飯屋や食堂が
その舞台だとすれば，これは言葉を変えれば，飲
食店であり，レストランであり，外食産業である。
要するに，評者の論じる領域に嵌る。また，食の
「集団化」の舞台が，共同炊事や工場だというの
であれば，これまた外食産業の一分野の集団給食
と同じである。その意味では，評者が本書により
親近感を抱くのは，本書が論じるフィールドがほ
とんど評者の対象とする領域と視角とに重なると
ころがあるからなのかもしれない。
ところで，評者は，ちょうど本書のあつかう時
代をなぞるようにして『食の社会史─兵食からチ
ェーンレストランへ─』（2019年，創成社）を上
梓した。その冒頭の二つの章は，「兵食」（軍隊
食）を論じ，その次の二つの章では「工場給食」
を論じている。これら「兵食」と「工場給食」は，
まさに「胃袋の集団化」論である。厚かましいこ
とを書くが，本書では「兵食」という「集団食」
が手薄であるので，本書に魅了された読者は，評
者の同書も手に取っていただけると嬉しい。
たとえば，本書第4章「食の産業化」に関連し
ては，具体的に「兵食」の推進力も重大と考える
のである。これまた別の書（『食の企業伝説』
2007年，一草舎）になるが，「兵食」の基本食材
としての乾物（携行に便利，調理が簡便など）で
ある凍り豆腐（高野豆腐）が，日清戦争で急膨張
する「兵食」特需を梃子に，農村副業（家内制手
工業）を脱皮して，食品産業（機械製食品工業）
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に展開していくことを指摘するのである。
それにしても，従前「食」とするところを，本
書では「胃袋」としている。食が人びとの生きて
いく上での必須の営みである事実を突いて，餓死
も飢えも貧困も日常化する現代の開始点を具体的
に確認し，その歴史を顧みているのであるから，
今後の食の在り方を考察するためには必読書であ
ると見立てるものである。
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